
生活保護窓口を封鎖していた鎌倉市の福祉軽視

■フラワーセンターの
    無償譲渡を断わった鎌倉市

　フラワーセンタ
ーの移譲につい
て、昨年10月神
奈川県から鎌倉市
に問い合わせがあ
りました。移譲の
条件は、

①土地建物は無償譲渡
②用途は植物園として使用する
③必要に応じて施設修繕費・運営費の補助、職
員の派遣等については別途、調整する
という内容でした。
　鎌倉市は、経営企画部、市民活動部、都市整
備部、まちづくり景観部の4部長で会議を開い
たのち、市長決裁を受けて回答しています。厳
しい財政状況等では、植物園の機能を存続させ
ることは困難であるとして断ったうえで、機能
が保たれることを強く要望しました。
　フラワーセンターは、学校や保育所・幼稚園
の遠足、高齢者の利用等、幅広く利用されてい
ます。市が直営で運営することは財政的に困難
ですが、4部長と市長だけで決めることではな
く、民間委託の手法含め、存続のために市がで
きることを模索する必要がありました。
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　　　　　　　「103万円・130万円の壁」
と言われてきた配偶者控除の廃止は、結局
見送られることになった。廃止すれば女性
のフルタイム希望は倍増するとみられてい
たが、増税にもなるため慎重論が勝ったよ
うだ。来年は統一地方選、自民党としては
消費税 10％を目前に、これ以上の増税は
選挙に響くということか？！（C.M）
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待
機
児
童
の
後
追
い
調
査
を

　

鎌
倉
市
の
今
年
度
の
待
機
児
童
数

は
55
人
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
実

態
と
し
て
は
、
年
度
当
初
に
は
保
育

所
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
も
入
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
は
2
2
4
人
に
上
っ

て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
市
は
こ
れ
ま
で
保
育
所
の
入

所
要
件
と
し
て
、
親
の
就
労
時
間
を

月
75
時
間
に
設
定
し
て
き
ま
し
た
。

来
年
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
で
は
、
48
時
間
か
ら
64
時
間

の
範
囲
で
自
治
体
が
決
め
る
こ
と
と

さ
れ
、
鎌
倉
市
は
64
時
間
に
設
定
し

ま
す
。
75
時
間
か
ら
の
変
更
で
あ
り
、

入
所
希
望
は
増
加
し
ま
す
。
増
加
数

は
、
国
が
1
〜
2
割
増
し
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
市
も
同
様
に
想
定
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
国
に
倣
う
だ
け

で
は
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
子
育

て
支
援
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

潜
在
的
待
機
児
童
の
後
追
い
調
査
を

実
施
し
、
実
態
把
握
を
す
べ
き
で
す
。

多
様
な
施
設
を
整
備

　

入
所
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、
施

設
の
整
備
が
必
要
で
す
。
市
の
計
画

で
は
、
今
年
9
月
に
認
定
保
育
室
み

つ
ば
ち
が
、
認
可
保
育
所
と
し
て
台

に
移
転
し
ま
す
。
来
年
7
月
に
は
岡

本
保
育
園
の
建
替
え
、
9
月
に
は
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
苗
圃
跡
地
で
認

可
保
育
所
が
開
園
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
定
員
数
は
80
人
程
度
増
え
ま
す

が
、
新
制
度
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
し
が
予
測
さ
れ
、
充
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
鎌
倉
地
域
の
施
設

整
備
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
と
は
言
え
、
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
規
模
が
大
き
い
認
可
保

育
所
を
つ
く
り
続
け
る
だ
け
の
施
策

に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
保

育
や
施
設
型
の
保
育
マ
マ
制
度
等
、

柔
軟
な
運
用
に
よ
り
、
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

一
時
保
育
の
充
実
で

　
短
時
間
就
労
も
可
能
に

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
、
64
時
間
未
満
の
就
労
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
市
は
、
そ
の
対
応
を
一
時
保

育
で
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
時
保
育
の
実
施
園
が
少
な
く
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
か
疑
問
で

す
。
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
の
早
朝

預
か
り
や
長
時
間
預
か
り
が
可
能
と

な
り
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
対
応
で
き

る
か
不
明
で
す
。
こ
れ
ま
で
女
性
た

　
来
年
4
月
か
ら
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
市
で
は
今
、
新
し
い
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
般
質
問
で
現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

ち
は
、
子
ど
も
を
保
育
所
に
入
れ
る

就
労
条
件
に
合
わ
せ
て
働
く
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
無
理

を
し
て
64
時
間
と
い
う
基
準
に
合
わ

せ
て
働
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
多
様

な
働
き
方
や
子
育
て
を
応
援
す
る
一

時
保
育
の
充
実
が
必
要
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
子
育
て
拠
点
で

　
一
時
保
育
を

　

ま
た
、
一
時
保
育
は
、
緊
急
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
使
う
制
度
と
し
て
も

重
要
で
す
。
ニ
ー
ズ
調
査
で
、
一
時

保
育
に
関
す
る
要
望
が
4
0
1
件
の

回
答
中
2
2
4
件
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
平
成
25
年
度
版
神
奈
川
県
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
白
書
」
に
よ
れ

ば
、
父
親
の
約
４
分
の
１
が
平
均
週

60 

時
間
以
上
と
い
う
長
時
間
労
働

に
従
事
し
て
お
り
、
子
育
て
に
は
参

加
で
き
な
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
近

所
と
の
つ
な
が
り
も
希
薄
で
あ
り
、

母
親
は
孤
立
し
た
子
育
て
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
通
院
や
学
校
行
事
な

ど
で
数
時
間
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
は
切
実
で

す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育

て
ひ
ろ
ば
等
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子

育
て
拠
点
で
、
短
時
間
の
一
時
保
育

の
実
施
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま

す
。

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
で

　
安
心
子
育
て

　

働
い
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、
子

育
て
は
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
新
制
度
で
は
、
個
々
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
し
く
み

に
変
え
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
ニ
ー
ズ
調
査
や
今
後
開
催
さ

れ
る
地
域
で
の
意
見
交
換
会
等
の
当

事
者
の
声
を
生
か
し
、
鎌
倉
の
実
態

に
沿
っ
た
子
育
て
支
援
計
画
に
す
べ

き
で
す
。
神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

6月鎌倉市議会　【その他の一般質問項目】

保坂れい子　http://hosaka.kanagawanet.jp/
●ごみ処理施策について
●情報システムについて
市の情報システム全75件の個別および全体的な最適化/
情報システムの導入・更新時の審査と稼働後の評価体
制/情報システムのセキュリティ/外部委託におけるITC
活用の適正チェック

三宅まり　http://mmiyake.kanagawanet.jp/
●公共施設・公共用地の売却について
公共施設の再編について/消えた横断歩道について/
大船東口周辺の点字ブロックの不備について

　

鎌
倉
市
の
生
活
保
護
の
窓
口

が
封
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
「
水

際
作
戦
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
職

員
の
対
応
の
ま
ず
さ
に
つ
い
て
、

N
P
O
法
人
P
O
S
S
E
の
ブ

ロ
グ
に
書
き
込
ま
れ
、
問
題
に

な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
ネ
ッ
ト

が
現
場
を
確
認
し
、
指
摘
し
た

結
果
、
早
速
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は

撤
去
さ
れ
、
窓
口
は
復
活
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
問
題
は
生
活

保
護
を
必
要
と
す
る
市
民
に
対

す
る
市
の
姿
勢
で
す
。

　

鎌
倉
市
で
は
、
主
に
新
人
職

員
を
生
活
保

護
担
当
と
し

て
配
置
す
る

人
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

人
生
経
験
の

浅
い
若
い
職

員
が
、
一
人

で
複
雑
な
相
談
に
対
応
で
き
る

の
か
疑
問
で
す
。
来
年
4
月
か

ら
は
、
生
活
保
護
の
前
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
始

ま
り
、
ま
さ
に
こ
の
窓
口
で
相

談
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
る
は

ず
で
す
。
単
独
課
だ
け
で
は
解

決
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
市
役
所
内
で
の
横
の
連
携

は
じ
め
、
保
健
所
や
市
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
の
連
携
も
必
要

で
す
。
職
員
の
一
層
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
、
研
修
の

充
実
は
必
須
で
す
。
年
齢
的
に

も
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
人
事
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
引
き

続
き
、
生
活
保
護
の
相
談
の
実

態
調
査
を
行
い
、
生
活
困
窮
者

に
寄
り
添
っ
た
施
策
と
し
て
い

き
ま
す
。

生活保護窓口を封鎖していた鎌倉市の福祉軽視


